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８４１　　
　
第

会報シルバー

５日平成29年11月１
たからづか

宝
塚
の
風
物

中
山
荘
園
古
墳

　
　
　
　
　
　
　
　
宝
塚
市
中
山
荘
園
1
2
Ｉ
2
9
8

　
ハ
角
形
の
墳
丘
を
持
ち
、
古
墳
の
変
化
を
知
る

う
え
で
貴
重
な
遺
跡
。
飛
鳥
時
代
（
七
世
紀
中
頃
）

に
築
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
当
古
墳
は
国
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
写
真
・
広
報
委
員
／
長
谷
川
克
己
）
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当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業

の
社
会
的
意
義
、
お
よ
び
活
動
内
容
を

幅
広
く
市
民
の
方
々
や
お
仕
事
ご
依

頼
の
皆
様
方
へ
ご
理
解
を
い
た
だ
く

べ
く
、
様
々
な
Ｐ
Ｒ
活
動
、
当
セ
ン
タ

ー
入
会
促
進
・
就
業
機
会
の
拡
大
に
向

け
て
常
々
普
及
・
啓
発
の
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
活
動
を
よ
り
一

層
自
覚
し
て
更
に
成
果
を
上
げ
る
べ

く
1
0
月
を
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
事
業
普
及
啓
発
促
進
月
間
」
に
位
置

づ
け
て
活
動
を
行
っ
た
。

◆
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
普
及
啓
発

　
活
動
を
実
施

　
例
年
、
1
0
月
に
「
シ
ル
バ
ー
の

日
」
を
定
め
て
普
及
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
い
る
が
、
本
年
は
1
0
月

２
目
（
月
）
早
朝
よ
り
生
憎
の
雨
に
も
関

わ
ら
ず
午
前
1
0
時
、
セ
ン
タ
ー
役
職
員
、

各
地
区
・
地
域
班
、
事
業
開
拓
員
、
就

業
機
会
剔
出
員
、
加
え
て
自
主
的
に
加

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
会
員
方
に
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
活
動
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
宝
塚
駅
、
お
よ
び
、
阪
急
宝
塚

駅
、
逆
瀬
川
駅
、
山
本
駅
周
辺
で
セ
ン

タ
ー
Ｐ
Ｒ
用
の
チ
ラ
シ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

等
を
市
民
の
方
々
に
手
渡
し
を
行
い
、

予
定
の
時
間
一
杯
に
活
動
、
そ
の
後
は

駅
周
辺
の
清
掃
な
ど
の
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア

を
行
い
無
事
終
了
し
た
。

阪急宝塚駅前、右、阪急山本駅前）▲事業ＰＲ活動の様子(左、

◆
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
ー
開
催

　
1
0
月
２
１
目
（
土
）
、
当
初
の
予
定
通

り
事
業
開
拓
委
員
を
中
心
に
進
め
て
き

た
役
職
員
十
数
名
が
朔
７
時
に
乗
合
し
、

準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。
や
が
て
準
備

も
整
い
、
９
時
に
本
本
常
務
の
挨
拶
で

フ
ェ
ア
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
数
目
前
か

ら
の
予
報
で
は
「
雨
」
が
伝
わ
っ
て
い
た

も
の
の
関
係
者
は
黙
々
と
準
備
を
進
め

て
い
た
。
既
に
２
張
り
の
テ
ン
ト
は
設

置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
係
が
担

当
す
る
品
々
を
揃
え
た
頃
に
は
、
雨
が

降
り
姑
め
た
。

　
会
場
前
の
道
路
か
ら
も
目
立
つ
よ

う
に
配
置
し
た
テ
ン
ト
で
は
、
既
に
フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ヤ
キ
ト
リ
が
用
意
さ

れ
て
い
た
。

　
他
方
の
ブ
ー
ス
で
は
お
な
じ
み
の

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
に
加
え
て
、
新
し
く
加

わ
っ
た
肉
ま
ん
、
あ
ん
ま
ん
、
ピ
ザ
ま

ん
も
集
客
の
効
果
て
き
め
ん
で
あ
っ
た
。

　
事
務
所
一
階
フ
ロ
ア
に
は
セ
ン
タ

ー
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
雨
に
も
関

わ
ら
ず
来
て
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
は

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
に
お
応
え
い
た
だ
き
、

只
々
感
謝
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
フ

ロ
ア
で
は
養
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
新
鮮
野
菜
・
新
米
の
販
売

も
あ
り
、
ｙ
」
ち
ら
は
近
隣
の
方
々
に
は

毎
回
人
気
の
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
。

　
荒
天
の
た
め
途
中
で
終
了
と
な
っ

た
が
天
候
と
共
に
諸
々
の
試
練
に
接
し

て
第
４
回
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ア
を
無
事
終

丁
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
事
業
開
拓
委
員
会
）▲木本常務の挨拶でスタート▲会場の模様

２
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◆
「
平
成
2
9
年
度
兵
庫
県
シ
ル

　
　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

　
　
推
進
大
会
」
を
開
催

　
平
成
2
9
平
淡
、
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
業
推
進
犬
合
が
1
0
月

1
9
目
（
本
）
、
1
3
時
～
1
6
時
、
神
戸
新

聞
根
方
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ

ー
か
ら
は
古
材
理
事
長
、
本
本
常
務
を

け
じ
め
多
く
の
会
員
が
参
加
し
た
。

安
全
「
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
表
彰

　
当
セ
ン
タ
ー
は
諮
回
数
１
０
０
０
～
１
９

９
９
名
の
Ｃ
グ
ル
ー
プ
で
、
益
雅
歌
記
録
４

２
１
目
七
言
収
し
、
昏
確
言
富
谷
感
蕩
尽

　
古
刊
理
寄
席
か
当
セ
ン
タ
よ
器
裳
し
て

賞
杭
言
覚
け
ら
れ
几

　
な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
安
全
標
語
鏝

優
秀
賞
表
彰
、
永
年
会
員
表
彰
、
お
よ

び
永
年
役
員
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は

次
の
方
々
で
あ
っ
た
。

安
全
標
語
最
優
秀
賞
表
彰

　
高
地
花
子

永
年
会
員
表
彰
【
１
５
年
表
彰
】

　
内
田
和
久
　
　
小
原
斌
行

　
瀬
社
家
隆
　
池
原
明

　
羽
山
淳
子
　
藤
井
悛
作

　
藤
井
雅
子
　
宮
武
禎
介

　
横
手
勝
弘
　
蘭
定
貞
夫

永
年
役
員
表
彰
【
８
年
表
彰
】

　
足
立
　
切

▲当日出席された皆さん

社
会
参
加
支
援
活
動

▲最優秀賞の高地会員

◆
「
希
望
の
家
」
運
動
会
の
お
手
伝
い

　
1
0
月
1
0
口
（
火
）
、
障
害
者
支
援
施

設
「
希
望
の
家
」
で
開
催
さ
れ
た
運
動
会

に
会
員
1
6
ネ
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行

っ
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
絶
好
の
運
動
会

日
和
。
「
希
望
の
家
」
の
利
用
者
の
方
々
、

職
員
の
方
々
と
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア
が
一
緒

に
な
っ
て
競
技
を
楽
し
み
、
中
で
も
パ

ン
食
い
競
走
、
綱
引
き
、
紅
白
玉
入
れ

に
は
、
大
き
な
歓
声
と
拍
手
で
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
ま
た
、
宝
塚
歌
劇
団
Ｏ
Ｇ
の
風
さ
や

か
さ
ん
の
歌
と
ダ
ン
ス
の
シ
ョ
ー
に
会

場
は
一
肩
華
や
か
な
楽
し
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
た
。

　
早
朝
の
テ
ン
ト
設
営
か
ら
後
片
付

け
ま
で
無
事
に
終
え
、
「
希
望
の
家
」
の

方
々
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
い
た
だ

き
心
地
よ
い
疲
れ
と
清
々
し
さ
の
残
る

楽
し
い
ボ
ラ
ビ
ア
ィ
ア
で
あ
っ
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　●Ｊ．ノ．・　．．　　　’・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｌ=ｊ　Ｓ芦－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皿・　　　　　　　　　　　　　　　－一一　　　-Ttk

●i。－こー.aへ・皇！.-…………j=’｀i･

嶋
涼
子▲テント設営の様子

☆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
者

板
貪
官
］
　
　
市
原
則
比
古

伊
藤
加
代
子
　
岡
村
旅

費
本
式
保
　
小
西
天
一
郎

高
瀬
紘
一
　
　
辻
敏
昭

中
井
一
巻
　
中
嶋
諒
子

中
西
進
　
　
西
由
希

西
口
弘
　
　
　
目
高
一
郎

丸
山
長
資
　
盛
柱
聯
太
郎

▲玉入れを一緒に

　
会
場
の
設
営
・
後
片
付
け
、
競
技
の

進
行
に
最
後
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

３

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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安
全
委
員
会
だ
よ
り

◆
８
月
～
９
月
の
事
故
内
容

　
　
　
　
平
成
2
9
年
９
月
末
現
在

前

年

度

ｽﾞJ

29果

／

４件
３
件

損

害

１件
０
伴

傷
害

　
８
月
～
９
月
は
損
害
・
傷
害
と
も

Ｏ
伴
で
し
た
。

◆
連
続
無
事
故
日
数
が
ス
ト
ッ
プ

　
昨
年
の
７
月
か
ら
続
い
て
い
た
連

続
無
事
故
日
数
が
1
0
月
1
4
日
（
土
）
に

発
生
し
た
傷
害
事
故
に
よ
っ
て
４
６
４

日
で
記
録
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
他
の
セ

ン
タ
ー
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
た
記
録

で
あ
り
非
常
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

　
作
業
に
あ
た
っ
て
、
正
し
い
服
装
を

す
る
。
作
業
前
に
準
備
体
操
を
行
い
身

体
を
柔
軟
に
す
る
。
斜
面
で
作
業
を
行

う
場
合
は
斜
面
の
上
下
で
並
ん
で
作
業

を
し
な
い
。
ま
た
、
安
定
し
た
足
場
を

確
保
す
る
。
そ
し
て
後
ろ
向
き
に
移
動

す
る
作
業
は
し
な
い
。
剪
定
バ
サ
ミ
や

ノ
コ
ギ
リ
な
ど
刃
物
等
は
作
業
ご
と
に

ケ
ー
ス
に
納
め
剥
き
出
し
に
し
な
い
。

グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て
い
る
場
合
は
り
Ｉ

ダ
ー
の
説
明
や
合
図
を
よ
く
聞
き
、
一

人
で
行
っ
て
い
る
場
合
は
周
辺
に
気
を

配
る
な
ど
注
意
し
て
作
業
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
慣
れ
に
よ
る
油
断
は
と
て
も

危
険
で
す
。
事
故
に
よ
る
ケ
ガ
は
本
人

だ
け
で
な
く
家
族
や
就
業
先
に
も
多
大

な
迷
惑
を
か
け
る
の
で
、
今
一
度
、
作

業
手
順
及
び
作
業
環
境
の
確
認
を
行
い
、

危
険
が
伴
っ
て
い
な
い
か
を
作
業
毎
に

確
認
す
る
よ
う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
全
会
員
が
「
安
全
は
全
て
に
優
先
す

る
」
を
常
に
意
識
し
た
う
え
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
、
次
な
る
無
事
故
日
数
達
成

に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
全
委
員
会
）

◆
交
通
安
全
シ
ニ
ア
自
転
車
大
会

　
９
月
2
9
目
（
全
）
、
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
神
戸
に
て
兵
庫
県
交
通
安
全
シ
ニ
ア

自
転
車
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
宝
塚
市

の
競
技
大
会
で
優
勝
し
た
「
シ
ル
バ
ー

安
全
チ
ー
ム
」
が
出
場
し
た
。
借
し
く

も
入
賞
は
逃
し
た
が
、
県
大
会
と
い
う

大
き
な
舞
台
に
も
気
後
れ
せ
ず
堂
々
と

競
技
に
挑
ん
で
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
安
全
委
員
会
）

▲兵庫県大会に出場したシルバー安全チーム

　左から、金築、矢田、浅沼、丸尾の各会員

　　　　レ…………/…………､.:･･
.
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▲競技の様子

地
区
・
地
域
班
活
動

◆
良
元
３
の
２
地
域
班

　
仁
川
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
夏
ま

つ
り
が
７
月
2
7
目
（
本
）
、
1
3
時
か
ら

行
わ
れ
た
。
毎
年
行
わ
れ
る
但
例
の
夏

ま
つ
り
で
、
当
地
域
班
か
ら
は
毎
年
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
お
り
、
今
年

は
役
員
４
名
が
行
事
の
お
手
伝
い
を
行

い
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
皆
様
か
ら

は
大
い
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。

◆
良
元
３
の
２
地
域
班

　
親
睦
会
を
開
催

　
８
月
１
目
（
火
）
、
1
7
吟
3
0
分
よ
り
、

宝
塚
ヮ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
リ
バ
ー
サ
イ

ド
ビ
ア
ガ
上
ア
ン
で
有
志
親
睦
会
が
行

わ
れ
、
８
名
が
参
加
し
て
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

◆
良
元
３
の
３
地
域
班

　
1
0
月
５
目
（
本
）
、
９
時
～
１
１
一
時
、

３
名
が
参
加
し
、
仁
川
河
川
敷
お
よ
び

小
仁
川
の
清
掃
活
動
を
行
っ
た
。
カ
ン
、

ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ズ
コ
ミ
袋
が
一

杯
に
な
り
、
ほ
か
に
も
ゴ
ミ
袋
ご
と
捨

て
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ポ
イ
捨

て
マ
ナ
ー
の
悪
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

。£｡。

▲良元３の３の皆さん

４
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